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明治の史跡めぐり（8）
　　　　　　白石警察署設置まで
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　而長欠員に伴なう、市長選挙が／／月4日告示、
／4日投票が行われます。
　地万自治を運営する直接の責任者である而長を
選ぶわけです。
　私達、、市民生活の上でもっとも身近な選挙です。

　14日の投票日には、明目の住みよい白石南づ
くりのために、みんなで正しい一票を投じましよ
う。
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殻
票
の
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市
役
所
（
出
張
所
）

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
投
票

が
出
来
ま
す
が
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
投

票
が
で
き
ま
せ
ん
。
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人
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．
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本
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市
長
選
挙
に
投
票

　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
人
は

▽
　
昭
和
三
十
一
年
十
｝
月
十
五
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人
。

▽
　
昭
和
五
十
一
年
八
月
一
日
ま
で

　
に
転
入
届
を
し
て
、
引
続
い
て
白

　
石
市
に
住
ん
で
い
る
入
。

ゆ
号
饗
浅
、
　
｝
ゴ
奮

ボ
不
在
者
投
票
は
一
擁

　
投
票
当
日
、
旅
行
な
ど
で
不
在
に

な
る
人
は
、
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で

の
間
、
市
役
所
市
民
相
談
室
に
お
い

て
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

蔑
　
、
，
、
嚢
鍛
馨
聴
癖
　
　
鍵

字
を
青
な
い
人
は
纂

　
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
、
代
理
投

票
と
は
、
そ
の
選
挙
人
に
代
っ
て
代

理
者
が
投
票
す
る
の
で
な
く
、
選
挙

人
が
直
接
投
票
所
に
行
っ
て
代
理
投

票
し
た
い
事
を
言
う
と
、
代
理
投
票

補
助
者
が
代
っ
て
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　
始
め
て
の
投
票
で
心
配
。
ず

　
入
場
券
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
決

め
ら
れ
た
投
票
所
の
受
付
で
、
入
場

券
と
引
替
え
に
、
投
票
用
紙
を
お
渡

し
し
ま
す
。
投
票
用
紙
の
候
補
者
氏

名
欄
に
候
補
者
名
を
記
入
し
て
、
投

函
す
る
の
で
、
何
に
も
心
配
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

撫轡

　
　
攣
、
隅

選
挙
運
動
が

で
き
る
の
は
四
日
か
ら
．
．

十
三
日
ま
で

　
四
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
誰
で

も
で
き
る
と
言
っ
て
も
、
国
家
公
務

員
や
地
方
公
務
員
は
、
法
律
で
政
治

活
動
等
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
て
ぎ
こ

劃
。

』
誰
で
も
で
き
る
選
挙
運
動

▽
　
検
印
を
受
け
た
選
挙
運
動
用
ポ

　
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
。

▽
　
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

　
て
知
人
等
に
推
薦
状
を
出
す
こ
と
。

▽
　
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
に
推
薦
人
と
し
て
名
前

　
を
出
す
こ
と
。

▽
　
法
定
の
新
聞
広
告
に
推
薦
人
と

　
し
て
名
前
を
出
す
こ
と
。

▽
　
個
人
演
説
会
で
応
援
演
説
を
す

〔
し

　
る
こ
と
。

▽
　
街
頭
演
説
で
応
援
演
説
を
す
る

　
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
一
定
の
腕

　
章
を
つ
け
る
こ
と
。

▽
　
幕
間
演
説
を
す
る
こ
と
は
出
来

　
ま
す
。
選
挙
に
関
係
の
な
い
各
種

　
の
会
合
等
で
休
憩
時
問
に
選
挙
運

　
動
の
た
め
の
演
説
を
す
る
こ
と
。

▽
　
バ
ス
の
中
や
道
路
上
で
、
知
人

　
等
に
出
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
機

　
会
を
利
用
し
て
投
票
を
依
頼
す
る
こ

　
と
。

▽
　
電
話
に
よ
り
投
票
を
依
頼
す
る

　
こ
と
。

　
　
耗
魅
－
、
毎
．
瓢
駕

　
禁
止
さ
れ
る
選
挙
運
動
．
雫
禽

▽
　
事
前
運
動
、
公
職
選
挙
法
に
お

　
い
て
、
選
挙
運
動
は
、
立
候
補
の

　
届
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
で
な
け
れ

　
ば
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

▽
　
選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動
、

　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
お
よ

　
び
選
挙
長
は
在
職
中
、
そ
の
関
係

　
区
域
内
で
選
挙
運
動
が
で
き
ま
せ

　
ん
。

▽
　
特
定
公
務
貝
の
選
挙
運
動
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

▽
　
法
令
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
公
務

　
員
の
選
挙
運
動
。

▽
　
公
務
員
等
の
地
位
利
用
の
選
挙

　
運
動
。

▽
　
未
成
年
者
の
選
挙
運
動
。

▽
　
選
挙
犯
罪
に
よ
っ
て
選
挙
権
お

　
よ
び
被
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い

　
る
者
の
選
挙
運
動
。

▽
　
構
造
上
開
閉
で
き
る
車
の
上
面

　
側
面
、
後
面
を
開
放
の
ま
ま
走
行

　
使
用
す
る
こ
と
。

▽
　
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
湯
茶
、

　
菓
子
以
外
の
飲
食
物
の
提
供
。

▽
　
戸
別
訪
問
。

▽
　
署
名
運
動
。

▽
　
気
勢
を
張
る
行
為
。

▽
　
休
憩
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

　
設
備
。

▽
　
特
定
ま
た
は
匿
名
の
寄
附
。

▽
　
候
補
者
の
選
挙
区
内
の
者
に
す

　
る
寄
附
。

▽
　
選
挙
期
日
後
の
当
落
に
関
す
る

　
あ
い
さ
つ
行
為
。

▽
　
投
票
当
日
の
選
挙
運
動
。

▽
　
個
人
演
説
会
、
立
会
演
説
会
以

　
外
の
演
説
会
。

▽
　
第
三
者
の
行
う
合
同
立
会
演
説

　
会
。

▽
　
歩
き
な
が
ら
の
演
説
。

▽
　
夜
間
（
夜
八
時
か
ら
朝
七
時
ま

　
で
）
の
街
頭
演
説
。

▽
　
特
定
の
建
物
お
よ
び
施
設
に
お

　
け
る
演
説
お
よ
び
連
呼
。

▽
　
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
以
外
の

　
文
書
図
画
の
頒
布
。

▽
　
法
定
の
ポ
ス
タ
ー
、
立
札
、
ち

　
ょ
う
ち
ん
、
看
板
類
以
外
の
文
書

　
図
画
の
掲
示
。

▽
　
ア
ド
バ
ル
ン
、
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

　
ま
た
は
電
光
に
よ
る
表
示
、
ス
ラ

　
イ
ド
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
映
写

　
等
。

▽
　
演
説
会
場
で
使
用
す
る
立
札
、

　
看
板
等
を
運
搬
中
、
故
意
に
回
覧

　
す
る
こ
と
。

▽
　
著
述
演
芸
等
の
広
告
そ
の
他
の

　
名
儀
を
も
っ
て
す
る
文
書
図
画
の

　
頒
布
ま
た
は
掲
示
。

▽
　
見
舞
状
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
似

　
す
る
あ
い
さ
つ
状
の
選
挙
区
内
へ

　
の
頒
布
ま
た
は
掲
示
。

▽
　
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
を
郵
便

　
に
よ
ら
ず
通
行
人
に
頒
布
す
る
こ

　
と
。

▽
　
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
他
人

　
へ
の
譲
渡
。

▽
　
選
挙
期
日
後
に
お
け
る
自
筆
の

　
信
書
お
よ
び
答
札
の
信
書
以
外
の

　
文
書
図
画
の
頒
布
ま
た
は
掲
示
。

　
以
上
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運

動
で
す
。
そ
の
他
の
方
法
で
行
う
選

挙
運
動
に
も
種
々
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ

｝亀繋

　
　
　
〆

鋼
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
事
務
局
は

　
十
月
十
五
日
か
ら
市
役
所
三
階
図

書
室
に
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い
あ
わ
せ

は
こ
ち
ら
の
ほ
う
へ
ど
う
ぞ
。

　
　
電
話
⑤
二
一
一
］
（
代
表
）

　
　
内
線
三
三
五
・
四
二
〇
・
四
二
一
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白石市市民体育館

白石第1幼稚園

白石市立白石第2小学校

寿山集会所

本郷第1集会所

郡山集会所

小下倉集会所

自石第1
　　　第2
　　　第3
　　　第4
　　　第5
　　　第6
　　　第7
　　計

1
　
　
1
　
　
2

7
　
　
2
　
　
9

白石市立越河小学校

越河青年団第4分団会館

越河第1
　　第2

　計

7
　
　
4
　
　
2

白石市斎川公民館

中斎川集荷所

斎川第1
　　　第2
　　計

4
　
　
4

白石市大平公民館平大

計

0
　
　
9
　
　
7
　
　
1
　
　
7

4
　
　
6
　
　
1
　
　
1
　
　
3

白石市大鷹沢公民館

犬鷹沢4区公民館

不　忘　学　園

白石市立大鷹沢中学校

大鷹沢第1
　　　第2
　　　第3
　　　第4
　　計

　　272

　　648

　　292

　　421

1．633

内親生活センター

白石市白川公民館

白石市立白川小学校

犬卒都婆公会堂

自川第1
　　　第2
　　　第3
　　　第4
　　計

67
　
4
6
　
5
8
　
7
3
　
5
4
　
95
　
2
7
　
6
6
　
7
6
　
7
2

6
1
2
3
2
1
1
　
1
1

5．434

白石市立福岡中学校

白石市立福岡小学校長峰分校

消防団鎌先詰所

八宮生活センター

白石市立深谷小学校

白石市立深谷小学校三住分校

白石市立福岡小学校不忘分校

白石市立福岡小学校蔵王分校

滝　下　会　館

大網集会所

福岡第1
　　　第2
　　　第3
　　　第4
　　　第5
　　　第6
　　　第7
　　　第8
　　　第9
　　　第10

計

61

392

159

35窪

336

48

195

545

　
　
　
館

　
　
　
民
　
　
所

所
堂
　
　
公
　
　
会

会
会
所
原
所
集
宅

集
公
会
4
会
平
子

沢
沢
集
市
集
保
栄

戸
戸
熊
石
町
久
竈

上
下
大
白
新
刀
四

原第1
　第2
　第3
　第4
　第5
　第6
　第7
計

28，967総計

3



　
”
ご
町
内
の
み
な
さ
ん
、
こ
ち
ら

は
移
動
図
書
館
こ
ま
く
さ
号
で
す
。

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お
か
あ

さ
ん
ま
で
、
楽
し
く
読
め
る
本
を
一

杯
積
ん
で
、
皆
さ
ま
の
お
近
く
ま
で

ま
い
り
ま
し
た
。
”

　
バ
ス
が
予
定
地
に
入
る
と
、
放
送

し
な
が
ら
附
近
を
一
巡
し
、
車
は
貸

出
駐
車
場
に
到
着
す
る
と
早
速
貸
出

し
を
開
始
す
る
。

　
「
読
書
の
秋
」
毎
年
今
ご
ろ
に
な
る

と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
程
、
耳
に

す
る
言
葉
で
す
が
、
現
実
に
は
日
常

読
　
書

生
活
か
ら
遠
の
い
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

　
今
回
は
、
読
書
の
秋
に
、
移
動
図

書
館
こ
ま
く
さ
号
を
追
っ
て
、
読
書

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
土
曜
日
を
の
ぞ
い
て
毎
日
、
市
内

五
十
ニ
カ
所
を
千
六
百
冊
の
本
を
積

ん
で
巡
回
し
て
い
る
”
こ
ま
く
さ
号
”

に
同
乗
し
て
み
ま
し
た
。

　
子
ど
も
づ
れ
の
お
母
さ
ん
に
聞
い

て
み
る
と
、
「
借
り
る
の
は
、
子
供
の

本
ば
か
り
で
、
私
ら
は
忙
が
し
く
て

本
を
読
む
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
」
。
こ
ん

な
返
事
ば
か
り
で
、
い
さ
さ
か
残
念

週

問

10／27～11／9

に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
に
貸
出
し
た
本
は
、
七
十

冊
で
、
そ
の
内
八
十
智
は
子
供
の
本

で
す
。
大
人
の
利
用
は
予
想
以
上
に

低
い
率
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
読
書
の
秋
と
は
言
え
、
生
活
は
日

増
し
に
忙
が
し
く
、
テ
レ
ビ
に
よ
る

娯
楽
が
余
暇
の
大
半
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
本
に
親
し
む
こ
と
が
薄
れ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
本
は
習
慣
づ
け
が
な
け
れ
ば
、

な
か
な
か
読
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
カ
月
一
回
き
ま
っ
た
時
間

に
、
き
ま
っ
た
場
所
に
雨
の
日
も
、

　
　
ど
れ
に
し
よ
う
か
な

幽
、
嚥
鱗
靹
、

戯詣＿＿

p
唖

風
の
日
も
運
行
し
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
”
こ
ま
く
さ
号
”
を
利
用
し
て
い

た
だ
い
て
、
子
ど
も
に
は
今
か
ら
本

に
親
し
み
読
書
の
習
慣
を
つ
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
大
人
も

本
を
読
む
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
、

読
書
へ
の
第
】
歩
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
の
機
会
に
親
と
子
の
読
書

を
始
め
る
よ
う
、
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。

　
市
図
書
館
に
は
、
四
万
五
千
冊
も

の
貸
出
し
本
が
あ
り
ま
す
が
、
図
書

館
近
く
の
人
の
利
用
は
あ
っ
て
も
、

市
内
全
域
の
人
達
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
に
は
、
地
域
的
、
時
間
的
に
不

便
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
遠
隔
地
の
方
が
、
わ
ざ
わ
ざ
足
を

運
ば
な
く
て
も
と
、
市
図
書
館
で
は

市
内
三
十
八
カ
所
に
自
動
車
文
庫
配

本
所
と
、
移
動
図
書
館
（
こ
ま
く
さ

号
）
五
十
ニ
カ
所
を
計
画
運
行
し
て

お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
待
っ

て
お
り
ま
す
。

　鷺

轟

　
　
　
借
り
る
本
き
ま
っ
た
わ

．
」
準
籔
、
　
灘

蓋

卑
跳

　　貸
　　出
　　は
　　一　　人
　　　　琴二㌃喩　冊
　　ネ
題／

　
　
，
瑠

、
璽

野
撫
欝
「

，驚

ま
た
来
て
ネ
！
バ
イ
バ
イ

が

醐

ご

撫シ、

」
。

隙
麟

搭
，

痢

イ

　　　　秋の火災予防運動工握斉錦
火災は人災防ぐはあなた

＊プロパンガスの事故を防ごう〃　　　　　　　　車次の点に注意して安全に使いましよう◆
　プロパンガスは手軽で効率がよく、便利な　　〉周囲に燃えやすいものを置かない

燃料ですが、取扱いを誤ると大きな事故を起　　〉ゴムホースは器具の熱でとけないように注意する
こします。　　　　　　　　　　　　　　　　　〉点火したかどうかを確認する　〉立ち消えに注意する

　　　　　　　　　　　レガス器具を使用するとき、窓をあけて換気する

4

醇

300名の市民が参加
　しめやかに市葬。

　故麻生市長の市葬が10月8日市民会館に

おいてしめやかに行われました。

　昭和22年に町長に当選以来、今日まで、

白石の首長として30年近い間白石市の街づ

くりに取セ）組み、特に福祉と教育に力を入

れ生涯を文字通り市のため、市政のために

尽されました。

　市葬には市民の参列があとをたたず何時

までも剋しみの献花が行われました。

　　　　　　　　　　　　　　　荷み詣題一…一一一

‘白石みどりの少年団

　フラワーボックスの手入れ

　自然を愛し、草木に親しみ、緑を育てよ

うと、小・中学生を対象とした白石みどり

の少年団が結成されました。

　自然を育てるため、みんなの協力を呼び

かけ、植物や野鳥の観察、公園や街路樹の

清掃をしております。みどりの登山帽にみ

どりのスカーフと白の制服を着用して、街

で植物の手入れなどをしています。あった

ら声をかけてください。

・
麺
　
繍
壽
ソ

　
黙
　
『

　
　
　
　
　
・
戯
垂

　
　
　
　
摂
－

　
　
　
　
り
　
転
　
｛
事
輔
ー

バ
被
　
　
　
3
塁
．

鉱
L．

課

凝響
専

㌔
悉

鵬

、
．
、

　
　
声

　
　
〆

験
㌃
詳

漣

懸β

萌
拾
の
吏
撚
め
く
り
．

⑧
白
石
警
察
署
設
置
ま
で

藁
署
の
あ
つ
た
長
町
通
り
碧
市
轟
纂
萱

　
表
紙
写
真
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
七
十
五
年
間
、
白
石
警
察
署
の
あ

っ
た
市
内
長
町
通
り
の
現
状
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
、
白
石
旧
城
下
町
の
繭

問
屋
・
雑
貨
商
な
ど
の
あ
っ
た
長
町

の
東
側
に
あ
た
る
西
宮
神
社
跡
に
、

大
河
原
警
察
署
自
石
分
署
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
、
昭
和
三
十
五
年
有
志
丁

の
現
在
地
に
移
転
す
る
ま
で
、
当
地

方
の
治
安
の
中
心
だ
っ
た
町
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
当
地
方
に
近
代
的
警
察
制

度
が
誕
生
す
る
ま
で
の
経
緯
と
治
安

を
ン
ち
醤
し
て
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
明
治
戊
辰
の
驚
天
動
地
の
大
混
乱

に
つ
づ
い
て
同
二
年
に
は
大
凶
作
に

見
舞
わ
れ
、
当
地
方
の
万
民
は
生
活

に
困
窮
し
社
会
不
安
が
続
い
て
、
九

月
に
は
藩
政
以
来
か
っ
て
な
か
っ
た
、

数
力
村
に
わ
た
る
農
民
騒
動
が
起
り
、

　
　
　
　
　
に
せ
が
ね

十
一
月
に
は
贋
金
づ
く
り
事
件
（
主

犯
二
名
は
斬
首
刑
と
な
る
）
が
起
き

る
な
ど
治
安
は
乱
れ
、
新
設
ま
も
な

い
白
石
県
、
角
田
県
で
は
、
ほ
ぼ
藩

政
以
来
の
古
い
治
安
法
の
下
で
、
そ

の
鎮
圧
に
大
軽
だ
っ
た
。

　
宮
城
県
時
代
の
明
治
五
年
、
捕
亡
・

見
廻
役
（
後
に
番
人
と
改
称
）
が
置
か

れ
た
が
六
年
捕
亡
は
廃
さ
れ
始
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
め
ん
ら
と
ん

今
の
警
察
制
度
の
基
と
な
る
巡
遷
屯

所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
時
仙
台
の

　
　
　
　
飯
沼
　
寅
　
治

中
央
屯
所
の
外
に
県
内
に
三
屯
所

（
石
巻
・
白
石
・
古
川
）
が
設
け
ら
れ

た
。
白
石
屯
所
は
刈
田
病
院
前
の
宮

城
県
白
石
出
張
所
内
に
設
け
ら
れ
、

愚
鵯
の
定
員
は
八
名
だ
っ
た
。
明
治

八
年
に
な
り
羅
卒
が
巡
査
と
改
称
さ

れ
る
時
に
、
県
庁
内
に
警
察
係
が
置

か
れ
て
、
県
内
に
仙
台
・
石
巻
・
古

川
の
外
一
出
張
所
を
設
け
る
際
、
故

あ
っ
て
白
石
か
ら
大
河
原
に
出
張
所

が
変
更
さ
れ
て
（
大
河
原
は
こ
の
時

以
来
役
所
町
と
な
る
）
白
石
に
は
同

出
張
所
白
石
屯
所
が
が
置
か
れ
る
事

に
な
っ
た
。

　
当
時
屯
所
は
市
内
本
町
辺
に
あ
っ

た
が
、
明
治
十
年
に
は
大
河
原
警
察

署
白
石
分
署
と
改
称
さ
れ
、
同
十
一

年
に
長
町
角
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
十

八
年
に
前
述
の
よ
う
に
西
宮
神
社
跡
に

新
築
庁
舎
が
成
り
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
間
、
明
治
十
二
年
に
私
刑
に

よ
り
死
者
の
出
た
自
鳥
射
殺
事
件
、

明
治
十
八
年
に
借
金
党
や
負
債
返
弁

緩
和
要
求
の
百
余
名
蜂
起
の
強
訴
事

件
（
主
犯
三
名
は
六
～
七
年
の
懲
役

刑
）
な
ど
が
起
っ
た
。
か
く
て
治
安

強
化
の
た
め
、
明
治
十
九
年
に
白
石

分
署
が
昇
格
、
白
石
警
察
署
（
初
代

署
長
十
二
村
辰
五
郎
警
部
補
）
と
な

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



収
納
代
理
金
融
機
関
に

　
　
　
仙
南
信
用
金
庫

　
　
　
　
　
　
白
石
駅
前
支
店
を
指
定

　
仙
南
信
用
金
庫
白
石
駅
前
支
店
の

開
設
に
よ
り
、
白
石
市
収
納
代
理
店

金
融
機
関
並
ぴ
に
、
白
石
市
水
道
事

業
の
業
務
に
係
る
公
金
の
収
納
事
務

の
一
部
を
取
扱
わ
せ
る
収
納
取
扱
金

融
機
関
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
称
及
び
所
在
地

　
仙
南
信
用
金
庫
白
石
駅
前
支
店

　
　
白
石
市
字
沢
目
八
の
二
十
六

叢蝋
“
肖

㌔

部

取
扱
事
務
の
範
囲

白
石
市
公
金
の
収
納
の
事
務
の
一

収
納
代
理
店
の
出
納
時
間

午
前
九
時
か
ら
十
五
時
ま
で

土
曜
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

日
曜
、
祝
日
は
休
業

業
務
開
始
年
月
日

昭
和
五
十
｝
年
十
月
十
二
日

愈．卯　欝
謬

卿
瀞

、

〆

L
創造する喜びと、生きがいのある仕事
　　　常に若さあふれる職場

ソニー白石セミコンダクタ株式会社

＝インフルエンザ予防接種＝

　　申込みはお早やめに

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
人
か
ら
人
へ
う

つ
る
伝
染
病
で
、
特

に
、
乳
幼
児
、
老
人
、

病
弱
の
入
な
ど
が
、

肺
炎
な
ど
を
ひ
き
お

こ
す
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
現
在
の
と
こ
ろ

ワ
ク
チ
ン
以
外
に
予

防
の
方
法
は
な
く
、

白
石
市
医
師
会
の
協

力
に
よ
っ
て
、
次
に

よ
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
予

．
．
マ
噸
乾
事
◎
毒
噸
も
6
奪
6
童
．
6
も
6
ら
う
奪
6
寺
6
も
◎
鄭
◎
噺
6
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　　　　　　白石市字白石沖7旧番地

●創　　　立　昭和44年11月

●資本　金4，000万円
●代表取締役工場長　斎　藤　　芳　展

●従業員数男子13名、女子240名
●主要製品半導体素子（パワートランジス、IC等）

ソニー白石セミコンダクタ株式会社は、つねに未知の世界に
挑戦し、未来を切り開いてきたソニーの会社です。
ソニーでは、世界ではじめてのポケットにはいるトランジス
タ・ラジオや日本で最初のテープコーダー等各種の開発をし
てきました。

ソニー白石では、そのソニーの開発した製品の数々に使用さ
れているトランジスタやI　Cなどの半導体素子の組立を行っ
ています。

清潔な職場、っねに一定の温度と湿度が保たれ、若い女性か
中心となつて、生き生きとはたらいています。
エレタトロニクス界のリーダーとしての自負と誇1）をもって
躍進しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蔚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　瀞　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　痢　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　・騨　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　－，　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　・ゆ　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　周騨’　　　　　　　　　◎　　　　　　　　■■　　　　　　　φ　　　　　　　r牌　　　　　　ψ　　　　　　一瞠　　　　　ψ　　　　・1即・　　　　ゆ　　　・ゆ酔・　　φ　ψ，
㌔レ

防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。

　
対
象
者

　
三
歳
以
上
の
市
民

　
申
込
み

　
接
種
日
の
五
日
前
ま
で
に
、
市
衛

生
課
、
出
張
所
（
分
室
）
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
尚
問
診
票
は
、
申
込

み
の
際
お
渡
し
い
た
し
ま
す
か
ら
、

接
種
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
料
　
金
　
一
人
一
回
当
り

　
未
就
学
児
　
　
一
五
〇
円

　
十
六
歳
以
上
　
三
四
〇
円

インフルエンザ予防接種日程
時　　　間

13：30～14＝10

14：05～14：40

13：30～14：30

13：30～14＝30

13：30～13：50

14＝00～14：10

14：20－14：40

場　 所

大鷹沢小
白　川　中

市民会館
市民会館
越　河　小
斎川公民館
大平公民館

2回目
11／26

11／30

12／17

12／17

12／15

12／15

12／15

1回目

11／8
11／11

12／7

12／7

12／8

12／8

12／8

地区名

大鷹沢

白川
白石
福岡
越河
斎川
大平

交
通
事
故

③
の
願
い

高　山　紀子さん
　（福岡山ノ下）

　
国
道
四
号
線
を
休
み
な
く
通
過

し
て
行
く
車
を
運
転
す
る
人
も
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ひ
げ
を
剃
り
な
が

ら
運
転
す
る
へ
同
乗
者
と
話
を

し
な
が
ら
運
転
す
る
人
、
爆
音
の

よ
う
な
音
を
た
て
猛
ス
ピ
ー
ド
で

運
転
す
る
オ
ー
ト
バ
イ
、
フ
ラ
フ

ラ
と
酔
ぱ
ら
い
の
自
転
車
乗
り
な

ど
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
過
信

す
る
人
が
多
い
様
で
す
が
、
毎
朝

の
新
聞
に
は
、
交
通
事
故
の
記
事

が
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
家
ば
国
道
四
号
線
沿
え
に

あ
る
た
め
、
い
ね
む
り
運
転
や
飲

酒
運
転
で
三
度
も
車
が
飛
び
こ
ん

で
き
ま
し
た
。
幸
い
家
屋
の
破
損

程
度
で
済
み
ま
し
た
が
、
家
族
の

精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
幼

い
子
供
は
驚
き
の
あ
ま
り
、
二
・

三
日
、
食
事
も
と
ら
ぬ
程
で
し
た
。

ま
た
何
時
飛
び
込
ん
で
く
る
か
と

思
う
と
、
安
心
し
て
生
活
が
出
来

ま
せ
ん
。
こ
の
様
な
思
い
を
し
て

い
る
の
は
、
私
達
だ
け
で
は
な
く

多
く
の
人
達
が
い
や
な
経
験
を
し

て
お
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
未
然
に
防

止
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
よ
う
か
。
車
だ
け
責
め
ら
れ

る
事
故
ば
か
り
で
な
い
と
思
い
ま

す
。
傘
を
さ
し
て
片
手
運
転
す
る

自
転
車
、
信
号
無
視
の
歩
行
者
な

ど
を
な
く
し
、
市
民
］
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　〒白石駅前郵便局
　1日より新局舎で営業
白石駅前郵便局新築工事中は、大変ご

迷惑おかけいたしました。

11月’1日より新局舎（もとの場所）で移
転営業をいたします。（自石駅前郵便局）
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茶
料
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老人福祉センター

書道・囲碁2・16盆栽・生花10・17

民　　　謡12・26詩吟・謡曲5・19

茶　　　道11・25

勤労青少年ホーム

1　・　8　・15　922

2・9・16・30
2・9・16・30
4・11・18・25
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欝髄繭て
、撫へ駆蹄と齢．

　電話から申込みになる電報は、

すべて仙台中央電報局の115番か
集中して受け付けていますので、

次のことにご協力ください。

　電報を電話でお出しになるとき

は、次の要領で………

115番をダイヤルし、係員が出ま
したら、

①あなたの電話の局名

②あなたの電話の市内局番

③あなたの電話番号

④電話加入者のお名前の順に

　　お申し込みください。

祝電はお早めに

　電報のラツシユアワーは朝9時
半から正午までです。とくに結婚

シーズンの大安日と土、ヨ曜日は

早朝から祝電の申込みが殺到いた

しますので、10日前からお出しに

なれる配達日時指定電報をご利用

ください。　　白石電報電話局
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現
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23

　
日
　
　
　
　
　

ロ
ー
2
2

　
月

人
－
o
男
女

一自石市の

総人口　41，362人

世帯数10，005世帯

今月の相談目
　場　　　　所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

市　役　所

市役所福祉事務所

市　役　所

市役所福祉事務所

斎川出張所

時　　　　間

10：00～12：00

相談日

　5

10＝00－12：005・15・25

10：00～15：0022

10：00～12：00

10：00～12：00

162

5

13：00～15：004

10＝00～12：0026

　相談区分
行　政　相　談

定期生活相談
社会保険相談
高齢者職業紹介

人権擁護相談
補聴器巡回サービス

補聴器巡回サービス

鯉轟

　県住宅管理公杜で、寿山県営住
宅の入居補欠者を募集しておりま
す。

〉　募集住宅

　寿山住宅………9戸

　緑ヶ丘二丁目、中層耐火5階建
　3D　K、家賃10，500円～13，000円

〉　受付期問

　11月1日～6日正午まで
〉　その他
　詳しくは、白石市役所　建設課
奮⑤2111内線242へおたずねく

　ださい。
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　　中学校（女子）　　　約4K
　　中学校（男子）　　　約5K

　　高校（女子）　　約4K
　　高校（男子）　　約6K
　　一　般（男子）　　　約6K
　　一　般（40歳以上男子）約3K

　　一　般（30歳以上女子）約2K
　　一　般（20歳まで女子）約2．5K

》　申込み

　11月10日まで宮城交通白石ター
　ミナル菅野まで　台⑤3151

　又は市内3運動具店及ぴ中央公
　民館へ。
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灘
日

1

2

4

5

8

9

10

11

15

17

18

22

24

24

25

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　教 室

健　康　相　談

妊　婦　教

3カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教　室

12カ月児検診

3カ月児検診
健　康　相　談

妊　婦　教 室

健　康　相　談

妊　婦　教 ｛
至

6カ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　教　室

健　康　相　談

妊　婦　教

3歳6カ月児検診

6カ月児検診

受付時間

9　＝30～11：30

13：00～14：00

9：30～11130

13：00～14＝00

13：00～13：10

9　：30～11＝30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9　：30～11：30

13＝00～14＝00

13：00～13：10

13：00～13：10

9　＝30～13：30

13：00～15＝00

13：00～13：10

9　：30～11：30

13：00～14：00

9　：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13；00

13：00～13：10

実施場所

白石市役所

越河出張所

白石保健所

大鷹沢公民館

大平公民館

白川公民館

市　民　会　館

白石保健所
三　住　農　協

婦人ホーム

小原元診療所

市　民　会　館

斎川公民館

福　岡　分　室

白石保健所
市　民　会　館

対 象 者

覇”

白石地区の方

越河地区の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

大月尺地区の方

大一F地区の方

白川地区の方

昭和50年10月出生の方

該当者で通知のないときは衛生課に連絡下さい

三住地区の方

小原地区の方

5月出生者で越河　斎川、
福岡、小原地区の労

大平、大鷹沢、白川、

斎川地区の方

福岡地区の方

昭和48年5月出生の方

5月出生者で白石地区の方

ポリオ生ワクチンの投与（小児マヒ）を受けましょう

可愛いいお子さんに・急性灰白髄炎（小児マヒ）予防のため、ポリ
才生ワクチンの経口投与を実施します。
お子さんの健康に十分留意され定められた日に投与を受けられるよ

うにしてください。
レ　ポリオ投与日程

し＿

実施日

9

10

時　間

13＝30

～14：30

13130

」

14＝30

場　所

市民会館

市民会館

対　　　　象 者

昭和51年1月1日から同年6月30日ま
でに出生した方〔1回目）

昭和50年7月1日から同年12月31日ま
でに出生した方（2回目）

昭和50年7月1日以前あ田生著ぞまだ
投与を受けてない方及ぴ1回の投与し
か受けてない生後48カ月まての方

〉　料　金　無　料
レ　その他①問酪票は必す記載し、当日ご特参ください．②母子手
帳壼必ずご持参ください。③身体に異状がある場合、投与前に医師
の診断を受けてきてください。

「”

L．
大鷹沢・自川地区の方　献血にご協力ください

“いずみ号．による献血を下記によリ実施します。大暦尺、白川地区
の方のご協力をお願いいたします。
　1》　献血日程

実地日

21　
2
1　
飢

場　　所

館
所
館

鑓
民

　
婆
公

尺
5

　
者
－

鷹
．
†
月

大
大
白

時　　間
9：00－11：

13：00～14：

14：40～16：

30　
3
0
　
0
0

※献血手帳をお持ちの方
は、ご持参ください。

ジフテリア、百日咳、
破傷風の予防接種実施

　　　　　　　　　　　ドドユ
　可愛いいお子さんにジフテリア、
百日咳、破傷風（三種混合）の定期予
防接種をおこないます。
　この予防接種は予防接種法に基づ
いて実施するジフテリア、百日咳（二
種混合）と破傷風の予防接種を同時
に行うものです。

〉日時U月24日13：30～14：30
レ場　所　市民会館　レ料金　無料
〉対象者　49年4月1日から9月30
　　　　日までの出生者
レその他①問診票は必ず当日ご持
　参ください。②母子手帳をご持
　参ください。③身体に異状があ
　る場合、接種前に医師の診断を

休　目　当　番　医

受けてきてください。④三種混
合を希望しない場合、市衛生課
5こご連糸各く　ノごさし㌔

（鼠崖）楚蔑難糞議

　巡回検診車』聾やすらぎ号，，に
よる成人病検診を実施します。
》　日時及ぴ場所
　17日　 13＝30－14＝OO
　白川公民館
〉　対象者
40歳以上の市民

》　検査種目
血圧、尿その他必要に応じて
心電図、眼底、血液検査も行

　う。

日

3
7
14

曜

斉皆

日

日

内 科

引地医院⑤2036
柿崎医院⑤2210

亘理医院⑥3355

外 科

加藤（ガ医院⑥2653

刈田病院⑤2145
朝倉病院⑤2101

日

21

23

28

曜

日

雛替

日

内 科

大沼医院⑤2502
芭医院⑤2410

加藤（司）医院⑤2001

外 科

銭谷医院⑤2010
刈田病院⑤2145
宮城医院⑤2062


